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１．はじめに 

 生涯にわたりスポーツや運動を長期的に取り組んでいく，運動に対する，適応的な動機

づけを高めることにより運動継続を促すことのみならず，不適応な動機づけを低下させる

ことにより運動からの離脱を防ぐことが重要になる． 
本研究は，離島と都市部の中学生の体育授業における動機づけを比較検討するものであ

る．具体的には，内発的動機づけ，外発的動機づけ，非動機づけという全ての種類の動機

づけを測定し，適応的な動機づけのみならず，不適応な動機づけについても，離島と都市

部の中学生の違いを検討する．これまでの研究（例えば，藤田・小林, 2008）からは，児童

生徒の運動意欲は離島と都市部ではほぼ変わらないことが示されてきたが，いずれも，動

機づけの適応的な側面を比較するものであり，不適応な側面については検討されていない．

そこで本研究では，離島と都市部の中学生を対象として，内発的動機づけ，外発的動機づ

け，非動機づけという全ての種類の動機づけを比較検討することを目的とする． 

 
 ２．方法 
２－１．研究方法と調査対象 

 研究の方法は郵送法による質問紙調査法であった．調査対象は，調査を依頼し協力が得

られた沖縄県本島都市部の中学校 1 校，沖縄県離島の中学校 2 校，鹿児島県離島の中学校 2
校の 1 年生から 3 年生 533 名であった．なお，沖縄県及び鹿児島県の離島の調査協力校は，

3～4 学級で構成される学校であった．  

 
２－２．調査期間 

 2008 年 11 月中旬～2009 年 1 月中旬 

 
*鹿児島大学教育学部 **琉球大学教育学部 
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２－３．統計解析 
質問紙調査によって得られたデータについて，各尺度の信頼性の検討として内的整合性

（α係数）を求め，統計量と相関行列を算出した．離島と都市部の各尺度得点の平均値を

比較するために，ｔ検定を行った．これらの処理には，SPSS12.0 を使用した． 

 
２－４．質問項目 

 動機づけを測定する項目 
 動機づけを測定する項目には，体育授業で運動をする理由をたずねる項目（「私が体育授 
業で運動をする理由は，～」という質問に続く項目について当てはまる程度を回答する） 
として，藤田ほか（2008）で作成された尺度を参考にして，内発的動機づけ（運動するこ

と自体を目的としている），同一化的調整（運動することを目的獲得の手段とするが，運動

することを重要だと考えている），外的調整（外的環境から運動することを強制させられて

いる），非動機づけ（運動することに対する価値が欠損している）の４つの尺度を作成した．

これまでの研究（例えば，藤田ほか, 2008; Lim & Wang, 2008）からは，内発的動機づけと

同一化的調整は自律性の程度が高く運動継続を促す適応的な動機づけとであることがしめ

されており，外的調整や非動機づけは自律性の程度が低く運動からの離脱を導く不適応な

動機づけであることが示されている． 
各項目への回答方法は，「全く当てはまらない」から「非常に当てはまる」の 5 段階によ

る評定尺度法とした．尺度の信頼性の検討として内的整合性を求めたところ，内発的動機

づけは，α＝.85（項目例として，「夢中で運動するときの感覚が心地よいから」など），同

一化的調整は，α＝.81（項目例として，「健康的な生活を送りたいから」など），外的調整

は，α＝.85（項目例として，「運動をしないと，クラスの雰囲気になじめなくなるから」な

ど），非動機づけは，α＝.81（項目例として，「よく分からない．運動することに価値を感

じない」など）であった． 

 
３．結果 

 ３－１．基本統計量及び相関行列 
 各尺度得点の平均値と標準偏差，各尺度間の相関行列を表１に示した．各尺度間の相関

について，内発的動機づけと同一化的調整，外的調整と非動機づけには，中程度の正の相

関が示され，内発的動機づけと非動機づけには中程度の負の相関が示された．これは，内

発的動機づけが高い（低い）生徒は同一化的調整も高い（低い）ということ，外的調整が

高い（低い）生徒は非動機づけも高い（低い）ということ，内発的動機づけが高い（低い）

生徒は非動機づけが低い（高い）ということを意味している．これらの尺度間の相関関係

は，動機づけの自己決定理論（Deci & Ryan, 1958; 1991）の仮説に基づいて尺度を作成し

た藤田ほか（2008）の研究と同様の結果であり，ほぼ妥当な尺度として解釈される． 
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 平均値 標準偏差 1 2 3 4

1 内発的動機づけ 11.21 2.61 ―

2 同一化的調整 11.53 2.50 0.45 ―

3 外的調整 6.53 2.74 -0.17 -0.06 ―

4 非動機づけ 5.84 2.49 -0.40 -0.21 0.40 ―

表１．各尺度の基本統計量と相関行列

 
 
３－２．離島と都市部の比較 
各尺度得点の比較 
離島と都市部の内発的動機づけ，同一化的調整，外的調整，非動機づけの違いを検討す

るため，各尺度得点の平均値をｔ検定により比較したところ，どの尺度についても有意な

差は示されなかった．これは離島も都市部も中学生の適応的な動機づけ及び不適応な動機

づけの高さは変わらないことを意味している． 

 

ｎ 平均値 標準偏差 ｎ 平均値 標準偏差 ｔ ｐ

内発的動機づけ 259 11.06 2.58 274 11.36 2.65 1.32 0.19

同一化的調整 259 11.55 2.41 274 11.51 2.59 -0.17 0.86

外的調整 259 6.51 2.64 274 6.54 2.84 0.11 0.91

非動機づけ 259 5.97 2.34 274 5.73 2.62 -1.13 0.26

都市部離島

表２．各尺度得点についての離島と都市部の比較

 

 
４．考察 

 本研究では，離島と都市部の中学校体育における内発的動機づけ，外発的動機づけ，非

動機づけという全ての種類の動機づけを比較検討した．その結果，全ての種類の動機づけ

について両者の差は示されなかった．これは，離島も都市部も中学生の体育授業における

適応的な動機づけ及び不適応な動機づけの高さは同レベルであることを意味している．本

研究の結果に加え，藤田・小林（2008）の研究をはじめとする一連の研究結果を総括する

と，離島と都市部における児童生徒の運動意欲あるいは運動に対する動機づけには大きな

差はないという結論になる． 
離島と都市部の児童生徒の違いを経験的に感じ取っている教員もいると思われるため，

最後にデータの解釈について説明を加えたい．本研究の分析方法は，平均値の違いを検討

することにより，おおよその傾向を明らかにするものであった．したがって，このケース

に当てはまらない児童生徒も存在する．しかしながら，分析されたデータは，教師による

評価ではなく，児童生徒の自己評価である．経験的な見解と本研究の結果にズレがあると
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感じられるならば，教師による評価と児童生徒の自己評価は一致するものではないという

ことになる．すなわち，本研究及びこれまでの研究の結果からは，教師からの視点ではな

く，児童生徒からの視点により，体育授業における動機づけの実態が明らかにされ，離島

あるいは都市部に関わらず，児童生徒の体育授業に対して抱く欲求や動機は変わらないこ

とが示されたと解釈できると考えられる． 

 
付記 

 本研究の趣旨にご賛同し，ご協力下さいました生徒の皆様，各中学校の先生方に深く感

謝申し上げます． 
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